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千
両
箱

千
両
箱

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部

は
11
月
４
日
に
、
令
和
３
年

産
玄
そ
ば
の
検
査
を
開
始
し

ま
し
た
。

こ
の
日
、
三
瓶
町
の
池
田

倉
庫
に
持
ち
込
ま
れ
た
の
は
、

令
和
２
年
に
三
瓶
そ
ば
振

興
協
議
会
が
※
地
理
的
表
示

（
Ｇ
Ｉ
）保
護
制
度
に
登
録

し
、「
三
瓶
そ
ば
」の
名
称

　
㈱
マ
イ
ナ
ビ
が
運
営
す
る

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト『
マ
イ
ナ
ビ

農
業
』で
、
石
見
銀
山
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
の
就
農
支
援
制
度

や
生
産
者
の
素
顔
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　

取
材
班
は
10
月
19
日
に
、

島
根
県
西
部
農
林
水
産
振
興

セ
ン
タ
ー
県
央
事
務
所
、
大

田
市
役
所
お
よ
び
Ｊ
Ａ
石
見

銀
山
地
区
本
部
で
産
地
概
要

と
就
農
支
援
制
度
を
取
材
し

た
後
、
５
年
前
に
就
農
し
た

岩
田
有
美
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
を

訪
れ
ま
し
た
。

　
同
組
合
の
岩
﨑
勝
男
組
合

長
が
、
高
畝
栽
培
と
ハ
ウ
ス

導
入
の
経
過
、
同
組
合
の
概

要
を
説
明
。
岩
田
さ
ん
は
、

就
農
の
き
っ
か
け
や
経
営
状

況
、
生
産
技
術
面
で
の
工
夫
、

特
に
高
畝
栽
培
の
省
力
性
等

の
利
点
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
取
材
班
か
ら
、
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
生
産
に
向
い
て
い
る
人

に
つ
い
て
質
問
が
あ
る
と
、

岩
田
さ
ん
は「
軽
量
作
物
で

あ
り
、
女
性
向
き
で
す
。
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
は
栽
培
技
術
が

良
さ
が
県
内
外
の
そ
ば
店
や

製
粉
会
社
等
よ
り
高
く
評
価

さ
れ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
が

地
元
の
お
食
事
処
に
卸
さ
れ

ま
す
。

玄
そ
ば
検
査
は
、
管
内
２

箇
所
の
検
査
場
で
、
12
月
上

旬
ま
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

※�

地
理
的
表
示（
Ｇ
Ｉ
）保
護
制

度
…
地
域
の
特
性
が
品
質
等

に
結
び
つ
い
て
い
る
産
地
の

名
称
を
知
的
財
産
と
し
て
登

録
す
る
制
度

確
立
し
て
い
な
い
の
で
、
独

自
の
工
夫
が
で
き
る
人
は
楽

し
め
ま
す
」と
答
え
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
利
用
し
た
同
組
合
員
相

互
の
情
報
交
換
の
や
り
取
り

が
非
常
に
心
強
い
と
説
明
し

ま
し
た
。

ハウス内での取材の様子

玄そばの検査の様子

Ｊ
Ａ
池
田
倉
庫
で
検
査
始
ま
る

● 

令
和
３
年
産
玄
そ
ば

1
TOPICS

『
マ
イ
ナ
ビ
農
業
』で
紹
介
さ
れ
る

● 

石
見
銀
山
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
組
合

3
TOPICS

ま
し
た
。
ま
た
、
競
技
終
了

後
の
お
楽
し
み
抽
選
会
で
は
、

地
元
の
特
産
品
を
は
じ
め
、

調
理
用
品
等
数
多
く
の
景
品

が
用
意
さ
れ
、
森
脇
岸
江
女

性
部
長
が
引
く
抽
選
に
参
加

者
は
一
喜
一
憂
し
ま
し
た
。

こ
の
季
節
、
例
年
は
女
性

部
運
動
会
を
開
催
し
て
い
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

規
模
を
縮
小
し
て
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催
に

参
加
者
は「
初
め
て
参
加
し

ま
し
た
が
、
来
年
も
あ
れ
ば

ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」と
話
し

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
女

性
部
が
10
月
16
日
に
、
大
田

運
動
公
園
で
Ｊ
Ａ
石
見
銀
山

地
区
本
部
の
役
職
員
と
親
睦

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
、
部
員
53
名
、
役
職

員
13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
小
雨
が
降
る
あ

い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
決
め
る

参
加
者
が
続
出
し
、
歓
声
が

あ
ち
こ
ち
で
上
が
り
、
熱
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。
成
績
発

表
で
は
、
上
位
３
名
、
中
間

賞
、
ブ
ー
ビ
ー
賞
、
最
下
位

賞
等
に
豪
華
賞
品
を
渡
し
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

● 

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
女
性
部

2
TOPICS

で
生
産
さ
れ
て
い
る
玄
そ
ば

１
２
６
袋
２
，８
３
５
㎏
で
、

生
産
者
立
会
い
の
中
、
検
査

員
が
水
分
や
容
積
重
を
計
測

し
た
り
、
現
物
を
目
視
し
た

り
し
て
、
そ
ば
の
等
級
を
決

定
し
ま
し
た
。

「
三
瓶
そ
ば
」は
、
深
み

あ
る
濃
い
味
わ
い
、
粘
り
の

表彰式の様子

競技を楽しむ女性部員
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度
が
高
く
、
美
味
し
く
仕
上

が
っ
て
い
る
」と
話
し
ま
し

た
。

　
10
月
20
日
、
温
泉
津
町
施

設
園
芸
組
合
が
生
産
す
る
秋

作
メ
ロ
ン（
品
種『
ア
ム
ス
』）

の
初
出
荷
が
行
わ
れ
、
同
町

の
メ
ロ
ン
選
果
場
か
ら『
ア

ム
ス
メ
ロ
ン
』約
５
０
０
玉

が
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
組
合
の
秋
作
メ
ロ
ン
は

溶
液
栽
培（
ト
ロ
箱
栽
培
）

の
導
入
を
契
機
に
始
ま
っ
た

も
の
で
、
Ｊ
Ａ
の
担
当
者
は

「
今
年
の
秋
作
メ
ロ
ン
は
糖

ミ
ッ
ク
ス
、
サ
ラ
ダ
か
ぶ
）

の
種
を
山
根
店
長
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
プ
ラ
ン
タ
ー

に
蒔
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
久
々
の

受
講
と
な
っ
た
受
講
生
は
、

種
を
手
に
取
り
土
に
触
れ
な

が
ら
山
根
店
長
の
今
後
の
管

理
方
法
の
説
明
に
聞
き
入
り
、

「
野
菜
の
芽
が
出
る
の
を
楽

し
み
に
水
や
り
を
頑
張
り
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

と
な
っ
た
現
在
の
施
設
に
代

わ
る
高
機
能
の
共
同
選
果
場

と
し
て
、
国
、
島
根
県
、
大

田
市
の
協
力
を
得
て
、
新
た

に
建
設
さ
れ
ま
す
。

　
石
川
寿
樹
代
表
理
事
組
合

長
は「
Ｊ
Ａ
の
水
田
活
用
園

芸
品
目
の
一
つ
で
あ
る
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
を
大
田
市
の
特
産

物
と
し
て
販
売
高
１
億
円
を

目
指
し
た
い
」と
挨
拶
。

　
ま
た
、
島
根
県
西
部
農
林

　
Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部

は
10
月
８
日
に
、
素
敵
な
シ

ニ
ア
の
為
の
Ｊ
Ａ
講
座『
菜

根
館
』の
４
回
目
を
開
催
し
、

23
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
㈱
田
中
種
苗
の

山
根
店
長
を
は
じ
め
と
す

る
３
名
の
社
員
。
受
講
生

は
、
こ
の
季
節
が
蒔
き
時
の

６
種
類
の
野
菜（
春
菊
、ホ
ー

ム
玉
葱
、
万
能
小
ね
ぎ
、
子

持
ち
高
菜
、
サ
ラ
ダ
レ
タ
ス

　
Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部

は
、
10
月
２
日
に
久
手
町
の

旧
育
苗
セ
ン
タ
ー
跡
地
で
、

石
見
銀
山
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
共

同
選
果
場
の
建
設
工
事
起
工

式
を
開
催
し
、
関
係
者
19
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

　
同
選
果
場
は
、
生
産
農
家

の
増
加
と
規
模
拡
大
に
よ
る

収
穫
量
の
増
加
を
図
る
石
見

銀
山
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
組

合
の
要
望
に
対
応
し
、
手
狭

完成予想図（鉄骨１階建、建築面積507.40㎡）

起工式の様子

種蒔きに取り組む受講生

家
庭
菜
園
を
極
め
る
！

● 

素
敵
な
シ
ニ
ア
の
為
の
Ｊ
Ａ
講
座
『
菜
根
館
』

4
TOPICS

建
設
工
事
起
工
式

● 

石
見
銀
山
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
共
同
選
果
場

6
TOPICS

秋
作
メ
ロ
ン
初
出
荷

● 

温
泉
津
町
施
設
園
芸
組
合

5
TOPICS

水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
の
錦

織
薫
所
長
は「
出
荷
労
力
の

軽
減
と
品
質
の
向
上
を
図
り
、

農
村
社
会
が
持
続
的
に
発
展

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
」と
話
し
ま
し
た
。

　
１
日
に
５
１
９
㎏
の
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
の
処
理
能
力
を
有

す
同
選
果
場
は
、
来
年
２
月

に
完
成
予
定
で
す
。
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このページは皆様のお便りが頼りです。

お便りお待ちしております♪

■
急
に
寒
く
な
り
、
扇
風
機
を
片
付
け
て
い
な
い

の
に
暖
房
や
コ
タ
ツ
が
欲
し
く
な
り
ま
し
た
。
秋

は
ど
こ
に
行
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。�

（
Ｎ
さ
ん
）

■
広
島
居
住
の
孫
に
学
校
か
ら
配
ら
れ
た
プ
リ
ン

ト
に
は
、
通
学
時
の
注
意
事
項
と
し
て「
知
ら
な

い
人
か
ら
挨
拶
さ
れ
て
も
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
」

と
。
と
て
も
衝
撃
的
で
し
た
。
大
田
で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
よ
く
挨
拶
し
て
く
れ
る
の
に
…
。
子
ど

も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
を
考
え
ま
す
。

�

（
Ｓ
さ
ん
）

■
Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
祭
の
中
止
、
残
念
で
す
。
Ｊ
Ａ

グ
リ
ー
ン
お
お
だ
の
特
売
に
は
、
必
ず
行
か
せ
て

も
ら
い
ま
す
。�

（
Ａ
さ
ん
）

■
今
年
は
、
さ
つ
ま
芋
が
た
く
さ
ん
収
穫
で
き
た

の
で
、「
レ
ン
ジ
で
お
手
軽
大
学
芋
」を
早
速
試

し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
Ｓ
さ
ん
）

■
急
に
寒
く
な
り
、
冬
着
を
出
し
て
み
る
と
、
孫

た
ち
は
春
に
は
よ
か
っ
た
の
に
、
今
回
は
服
の
丈

が
短
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
慌
て
て
買
い
に
行
っ

て
い
ま
し
た
。�

（
Ｙ
さ
ん
）

■
鳥
獣
害
、
特
に
サ
ル
対
策
で
、
花
火
も
効
果
が

な
く
な
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
田
畑
を
や
め

る
人
が
多
く
な
っ
て
、
サ
ル
も
賢
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
い
い
対
策
法
が
…
。�

（
Ｍ
さ
ん
）

昨
年
12
月
号
〜
本
年
３
月
号
で
、「
鳥
獣
被
害

対
策
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
」を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
相
手
は
群
れ
で
す
か
ら
、
集
落
単
位
の
対
策

が
必
要
で
す
。（
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
石
見
銀
山
地
区
本
部
で
、
広
報
誌
の
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。）

■
毎
日
思
う
の
で
す
が
、
１
週
間
が
早
い
、
１
カ

月
間
が
早
い
な
、
と
。
皆
様
は
如
何
で
す
か
？
何

か
し
ら
淋
し
い
よ
う
な
。�

（
Ｔ
さ
ん
）

■
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
お
お
だ
の
野
菜
は
、
新
鮮
な
上

に
栽
培
さ
れ
た
方
の
名
前
が
明
記
し
て
あ
り
、
信

頼
で
き
る
の
が
何
よ
り
で
す
。
焼
き
芋
コ
ー
ナ
ー

は
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
で
す
が
。�

（
Ｔ
さ
ん
）

恐
れ
入
り
ま
す
。
現
在
、
さ
つ
ま
芋
の
入
荷
待

ち
で
す
。

■
昨
年
、
介
護
３
か
ら
要
支
援
２
に
改
善
し
、
一

生
懸
命
に
杖
を
練
習
し
ま
し
た
。�

（
Ｆ
さ
ん
）

■
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
お
お
だ
で
よ
く
買
い
物
を
し
ま

す
が
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
新
鮮
で
。
ま
た
、
珍
し

い
物
に
出
会
え
る
と
、
こ
ち
ら
も
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
先
日
も
落
花
生
を
見
つ
け
、

塩
茹
で
し
て
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�

（
Ｏ
さ
ん
）

読 者 コ ー ナ ー

三瓶そばの花が満開（10月上旬）
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　温泉津支店では、10月19日から店内ロビー
にて温泉津小学校児童の子ども新聞を展示し
ています。この新聞は、９月24日に温泉津町
西田地区で、西田ヨズクハデ保存会の皆さん
から指導を受けながら、伝統行事のヨズクハ
デ作りを体験した温泉津小学校５年生の児童
19名が、社会科の学習活動として作成したも
ので、ヨズクハデの歴史や地元の人々の思い、
児童の感想が記載されています。

　ヨズクハデは、この地域の秋の風物詩で、天日干しにするために刈り取った稲を
積み上げた様が、羽を休めているヨズク（フクロウ）に似ていることから名付けられ、
国の選択無形文化財に指定されています。
　同支店では、11月30日まで展示する予定です。

温泉津支店に展示されている子ども新聞

ーJAしまね温泉津支店に子ども新聞を展示ー

（裏側）

ヨズクハデ作りを体験する児童
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令和３年度 稲作経営安定緊急対策資金のご案内
　令和３年産米の価格下落により大きな影響を受けた農業者の稲作経営に必要な資金を
支援するための島根県制度資金が創設されました。
� （令和３年10月８日現在）

区　分 内　　　容

資 金 使 途 種苗費、肥料費、農薬費、諸材料費、小農具費、雇用労賃等直接的経費
など稲作経営に必要な運転資金

ご 融 資 限 度 額 米価格の下落による減収額の範囲内

ご 融 資 期 間 ５年以内（据置期間なし）

ご利用いただける方 主食用米の減収額が前年対比15％以上見込まれる農業者および農業者
組織の方

金 　 利 0.10％（JAしまねによる上乗せ支援後利率）

担 保 ・ 保 証 島根県農業信用基金協会保証の付保が必要です。（保証料：年0.2％）

取 扱 期 間 令和３年10月８日〜令和４年６月30日まで

※�審査の結果によりお客様のご希望に添えない場合がございます。本資金の詳しい条件などにつ
いては、JAしまね 石見銀山地区本部 金融課（☎0854-84-9052）までお問い合わせください。
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院　
長

福ふ
く

田だ　
亮り

ょ
う 

先
生

医
療
法
人 

郷
原
医
院

石見銀山地区本部管内 10 月子牛市場ランキング  ベスト 5（本人取り除く）

10 月子牛市場の成績表 （本人取り含む・金額は税込）

【ヌキ】 【メス】

帯た
い

状じ
ょ
う

疱ほ
う

疹し
ん

、
増
加
中

　

お
馴
染
み
の「
胴
巻
き
」で
す
。
子

ど
も
の
頃
に
罹か

か

っ
た
水み
ず

痘ぼ
う
そ
う

の
ウ
イ
ル
ス

が
神
経
の
中
に
潜
ん
で
お
り
免
疫
力
が

低
下
す
る
と
、
ま
た
ぞ
ろ
復
活
し
て
神

経
に
沿
っ
て
発
疹
が
出
ま
す
。
免
疫
力

低
下
と
い
う
こ
と
で
、
特
に
60
歳
以
上

で
発
症
率
が
高
く
な
り
ま
す
。
肋ろ

っ

間か
ん

神

経
な
ど
に
出
る
と
、
体
の
半
周
を
取
り

巻
く
形
に
な
る
の
で「
胴
巻
き
」と
言

い
ま
す
が
、座
骨
神
経
な
ど
に
出
る
と
、

腰
か
ら
足
の
先
ま
で
延
々
と
皮ひ

疹し
ん

が
出

る
こ
と
も
あ
り
、
顔
面
や
眼
球
に
も
出

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
ほ
ん

の
少
し
し
か
皮
疹
が
出
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
ウ
イ
ル
ス
が
ど
の
神

経
に
潜
ん
で
い
る
か
で
決
ま
る
の
で
、

あ
る
程
度
は
運
に
よ
る
と
も
言
え
ま

す
。
皮
疹
自
体
は
派
手
で
も
２
週
間
も

す
れ
ば
カ
サ
ブ
タ
に
な
っ
て
治
り
ま
す

が
、
如
何
せ
ん
痛
み
が
強
く
、
皮
疹
が

治
っ
た
後
も
数
年
以
上
に
亘
り
頑
固
な

神
経
痛
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
痛
み
自
体
も
辛
い
で
す

が
、
鎮
痛
用
の
薬
も
高
齢
者
で
は
ふ
ら

つ
き
な
ど
で
結
構
辛
い
も
の
で
す
。
時

に
は
運
動
神
経
も
障
害
さ
れ
て
茶
碗
や

箸
が
持
ち
に
く
い
場
合
も
あ
り
、
高
齢

で
発
症
す
れ
ば
確
実
に
日
常
生
活
に
影

響
し
ま
す
。
帯
状
疱
疹
は
お
た
ふ
く
風

邪
と
並
ん
で
２
度
無
し
の
病
気
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
長
寿
社
会
に
な
っ
て

２
度
以
上
発
症
す
る
人
も
稀
で
は
な
く

な
り
ま
し
た
。
実
臨
床
を
し
て
い
る
私

の
感
覚
で
も
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
後
に
高
齢
者
、
特
に
70
歳

以
上
で
の
帯
状
疱
疹
が
増
加
し
た
と
い

う
印
象
が
あ
り
ま
す
。
元
々
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
い
ろ
い
ろ
と

免
疫
能
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
示

唆
さ
れ
て
お
り
、
帯
状
疱
疹
の
引
き
金

に
な
る
可
能
性
は
否
定
し
得
ま
せ
ん
。

現
在
、
帯
状
疱
疹
の
予
防
と
し
て
、
成

人
で
の
水
痘
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
こ
の
場
合
は
、

子
ど
も
の
定
期
接
種
と
は
異
な
り
、
全

額
自
費
に
な
り
ま
す
。
来
年
以
降
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目
接

種
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
特
に
60
歳
以

上
の
方
は
、
早
め
に
水
痘
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
を
考
え
た
方
が
良
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

▶
牛
に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

▶
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

ヌ
キ
最
高

メ
ス
最
高

富
山
町
　神谷　

栄
子�

さ
ん

久
手
町川

上　
　

泉�

さ
ん

令
和
３
年
10
月
13
日

種別 市場 取引頭数 最高価格 最低価格 平均価格 対前月 対前年同月 平均体重 平均日齢

メス
管内 13 812,900 521,400 625,167 3,038 63,472 271 280
中央 112 1,529,000 355,300 660,629 5,153 52,572 275 278
県 112 1,529,000 355,300 660,629 28,930 52,572 275 278

ヌキ
管内 25 873,400 521,400 763,639 63,819 67,449 304 273
中央 140 900,900 337,700 758,324 24,173 15,770 299 269
県 140 900,900 337,700 758,324 9,234 15,770 299 269

順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

1 富山 神谷　光夫 316 268 幸紀雄 安福久 百合花 平糸勝

2 山口 大国　裕紀 342 253 幸忠栄 隆之国 安平吉 糸晴波

3 志学 西谷　悟郎 339 257 福之姫 茂洋 百合茂 金幸

4 大国 長見　茂幸 331 259 勝早桜５ 幸紀雄 美津照重 安福久

5 仁万 岩瀬　擴二 318 282 美国桜 福増 勝忠平 百合茂

順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

1 久手 川上　　泉 292 275 福之姫 美津照重 安福久 百合茂

2 富山 小鉢　城治 321 294 福之姫 安福久 勝忠平 神高福

3 井田 奥田　康延 275 262 久茂福 百合茂 安福久 勝忠平

4 富山 松原　　勉 287 276 美津照重 平糸勝 藤桜 茂重桜

5 大代 坂本さやか 285 290 福之姫 福安照 藤桜 茂重桜
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～廃プラの適正処理を行いましょう！～
農業用廃プラスチックの回収を行います

■回収日・回収場所
　12月６日（月）	 JA大田米倉庫（大田町）	 JA井田米倉庫（温泉津町）
　12月７日（火）	 JA刺鹿米倉庫（久手町）	 JA仁摩支店　（仁摩町）	
■回収時間　いずれも９：00～11：30
■回収対象物　※原則、リサイクル目的に回収します。
　農業用塩化ビニールフィルム（農ビ）、農業用ポリエチレンフィルム、酢酸ビニール、
　PO系フィルム（農ポリ系）

※農薬容器の回収はできません。（農薬容器の回収は３月です。）

■梱包方法
　◦それぞれ同じ資材別に分別してください。
　◦	土砂、泥等は、できる限り取り除き、金属等の異物は絶対に入れないでください。（育苗箱、育苗ポッ
トについては、水洗いをして泥汚れを落としてください。）

　◦	計量しやすいように10㎏程度にまとめて、ビニール紐で十文字に縛ってください。
　◦	あらかじめ豆札等に氏名および地区を記入し、梱包ごとに付けてください。
■回収料金　40円／㎏（当日、現金で申し受けます。）
■その他
　◦	処理委託のため、委任状が必要です。印鑑（シャチハタ不可）をご持参ください。※無い場合は、回収できません。
　◦	回収対象外の物や汚れがひどい場合は、お持ち帰りいただきますので、ご注意ください。

ハウスビニール、マイカ線、マルチ、育苗箱、育苗ポット、畦波、肥料袋　等

■お問い合わせ■　JA農産課　☎0854-82-1014

JAによる農業所得申告支援事業について（お知らせ）

■お問い合わせ■　JA農産課　☎0854-82-1014

JAでは、組合員の皆様の事務負担軽減のため、
JAで１年間お取引きいただいた情報を、申告用
に帳票として整理し、収支計算の補完資料として
ご活用いただける農業所得申告支援を行っており
ます。
ご利用の際には、個人情報保護の観点から所定

の手続きが必要となります。
最寄りの支店にて、期日までにお申し込みをい

ただきますようお願いいたします。
　お申し込みいただくと、毎年帳票を送付させて
いただきます。
また、右記の明細表①、準備表②のほかに『購

買品取引明細書』についても、有料（220円）で
ご提供いたします。ご希望の方は最寄りの支店へ
お申し込みをお願いいたします。また、ご利用を
中止される場合も、最寄りの支店へお申し込みを
お願いいたします。
なお、JAグリーン・店舗において現金で購入
されたお取引きにつきましては、印字されません
ので、ご注意いただきますようお願いいたします。

１．申告支援の内容
　　①�農業収支計算明細表（１年間のJAでの取引

きを科目別に分類し、明細表を作成します。）
　　②�農業収支内訳準備表（科目別に集計された一

覧表になっています。）
２．ご利用方法
　　�農業収支計算明細表で、農業の経費であるか確認

し、訂正箇所があれば訂正し、農業収支内訳準備
表で集計します。これに、JA以外の取引きを加
算して申告にご利用ください。集計できるのは３
口座までで、ご家族の口座でも集計できます。

３．お申し込み時に必要なもの
　　口座届出印・集計口座番号・利用料引落口座番号
４．ご利用料金　帳票：550円　CD：1,100円
５．申 込 期 日　令和３年12月３日（金）
６．提 供 日
　　１月のふれあいの日に配布いたします。
７．そ　の　他
　　①�期日を過ぎますと、提供の時期が遅くなるた

め、別途郵送料をいただきます。
　　②�データでの提供をご要望の方は、農産課まで

ご連絡いただきますようお願いいたします。
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「旬の野菜を使った手頃なごちそう」
今月の料理

　洋食屋 FUKU
　　オーナーシェフ　福田　一也さん

①サーモンときのこのクリーム煮
＜材料（４人分）＞
　・三瓶サーモン（三瓶町やましろ屋）　100g
　　※サーモンの代わりに鶏肉でも可
　・玉ねぎ　1個	 ・ほうれん草　1束
　・あさり　20個	 ・まいたけ　1株
　・しめじ　1株	 ・無塩バター　30g
　・薄力粉　適量	 ・生クリーム　160㏄
　・白ワイン　160㏄	 ・塩　適量
　・タイム、ディル　適量
＜作り方＞
　❶   サーモンに塩を振る。（臭みをとる）
　❷   フライパンに無塩バターを入れ中火で溶かし、角切りに

した玉ねぎを入れ、塩を振る。（火が通りやすい）しんな
りするまで炒めて、生クリームを入れ煮込む。

　❸   まいたけ、しめじを入れ、白ワインを加えてさらに煮込む。
　❹   ❸に薄力粉をまぶしたサーモンを入れ、水分がとぶまで

煮る。茹でたほうれん草とあさりを入れ蓋をし、弱火で
とろみが出るまで煮詰める。あさりが開いたら出来上がり。

　❺   タイム、ディルを飾る。

②焼き芋のポタージュスープ
＜材料（４人分）＞
　・さつま芋（焼き芋）　300g　　・玉ねぎ　150g
　・人参　100g　　・固形ブイヨン　2個
　・無塩バター　40〜50g　　・生クリーム　適量 提供：石見銀山産直出荷者協議会

①
②

年金無料相談 JAグリーンおおだ
複雑な年金手続きのお手伝い
をいたします。どなたでもお
気軽にご来店ください。

※時間は９：00 ～ 15：00

12月12日(日)JA大田東支店
☎0854-82-8514

12月は、
休まず営業いたします。
・毎月５のつく日はポイント５倍！
・毎月０のつく日は玉子が半額！
・毎週火曜日は火曜均一セール！
・毎週木曜日は午後４時から夕方市！

　・牛乳　適量　　・塩　適量　　・コショウ　適量
　・パセリ　適量
＜作り方＞
　❶   玉ねぎ、人参を細切りにし、手鍋に無塩バター、塩を入

れ弱火で炒める。
　❷   固形ブイヨンと水500㏄を入れ、皮を剥いた焼き芋を加

え20分煮込む。
　❸   粗熱をとった❷をミキサーにかけ、シノワなどでこす。
　❹   手鍋に❸を入れ、中火で焦げないよう木べらで回しなが

ら、生クリーム、牛乳を入れ、塩、コショウで味を調える。
　❺   刻みパセリを散らす。

お申し込みはお近くのJA各支店へ

定価（税込）
1月号  922円

1月号 購読申込受付中
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